
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

             

ご挨拶 

施設長 小松 悦子 

今年は、ポニーの学校に４月から 14 名のお子さんが入園され、在園されている方々と合

わせると、70 名が通われています。通い始めたばかりのお子さんの中には、まだ慣れなく

て不安で泣いているお子さんもおられますが、少しずつポニーの学校が楽しい場所だと感

じてもらえればと思います。 

コロナ禍となってからは、これがいつまで続くのかと話すことが挨拶代わりになりまし

た。今も終わりは見えませんが、以前と同じようにはできなくても少しずつ戻っているのを

感じます。野球中継の観客席やニュースで流れる観光地の人出は、ずいぶん賑やかになりま

した。 

ポニーではよく保護者の方から、休日の過ごし方に困ると伺います。外に出かけたくても

周辺によい遊び場が少なく、特に今はコロナ禍で気を遣うのでより難しいようです。 

遊び場に限らず「こんなことを聞いてもいいのかな」と思われていることでも、保護者ク

ラスの中でみなさんに尋ねてみてください。他の方の話を聞かれて何か発見があるかもし

れません。同じように感じている人がいることを知って、ほっとすることもあると思います。 

「うまくいった！」「どうしよう」「これでいいのかな」「まあいいか」といろいろなお話を

していただければと思います。 

 

 

 

ポニーだより 
2022 年度 第 1 号  

 

 

 
発行者 乙訓ポニーの学校  施設長 小松悦子 

 長岡京市井ノ内西ノ口 17－8  

Tel： 075－952－5000   

Fax: 075－953－5200 

Mail：otsufukupony@air.ocn.ne.jp 

 

 

行事予定 

6／14（火）午前 両親教室 

7／10（日）   家族懇談会 
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新しい職員の紹介 

相談係：吉田豊士 

 はじめまして。この度、乙訓若竹苑から異動してまいりました吉田と申します。下の名前

は「豊士」と書いて「ゆうじ」と読みます。大人の支援から子どもの支援へ仕事内容が変わ

り不安な気持ちもありますが、それよりも皆さん（特に子どもたち！）とお会いしお話でき

るのを楽しみにしております。ポニーの学校では貴重？な男性職員なのですぐに私と分か

ると思います。体は大きめですが決して怖くないのでお気軽にお声がけいただけたら嬉し

いです。よろしくお願いします。 

 

相談係：田中 千慧 

4 月よりポニーの学校の相談係で相談員をさせて頂いています、田中千慧です。以前は、

乙訓若竹苑の就労継続支援 B 型の支援員をしていました。今後は、子どもさんや保護者の

方とお話をして、より良い生活になるよう一緒に考え、子どもさんの成長を共有していきた

いと思っています。よろしくお願い致します。 

 

 

3 月 30 日、とても良いお天気の中、令和 3 年度

の就学児を送る会を行いました。 

いつもと違う雰囲気にドキドキしながらも会場に集

まってくれた子どもたち。 

順番に前に出て一言言うときは、緊張してなかなか

言い出せなかったり、張りきって言えたりと様々に

自分らしく発表してくれました。その後は父母の会からの記念品と職員からの色紙を受け

取り記念撮影！もらった紙袋に何が入っているのか気になって、袋の中をのぞき込んでい

る子もいました。記念撮影が終わった後は黄色の部屋に移動し、一人ずつキャンディーレイ

を首にかけてもらうと、嬉しそうに「たべていいの？」と親御さんに聞いている子もいまし

た。その後はトンネルをくぐって『卒園おめでとう！』の紙吹雪！！全身にいっぱいの紙吹

雪を受け、びっくりしている子もいましたが、嬉しそうに何度もかけてもらったり、自分で

もまいたり、お友達にかけてあげたりと、とても喜んでいました。 

父母の会のみなさん、記念品やキャンディーレイの準備等、ご協力頂きありがとうござい

ました。                                               


